
平成20年度　町の組織一覧

茂木　祐司
町長

議　　　会 荻原　謙一 局長補佐兼
議会係長 茂木　康生 55・56 議会全般に関すること

選挙・監査に関すること　など

議会事務局長

企画係長 柳澤　俊義 52･53 長期振興計画、地域交通政策に関すること
統計に関すること　など

課長補佐兼
財政係長 重田　重嘉 52･54 町の財政に関すること

財産区に関すること　など

内堀　豊彦
企画財政課長

課長補佐兼
住民税係長 山本　邦重 42･49 個人町県民税、法人町民税、軽自動車税、

国民健康保険税の賦課に関すること

資産税係長 小林　佳博 42･49 固定資産税、都市計画税、特別土地保有税
の賦課に関すること

収税係長 荻原　　浩 41･73 町税の徴収に関すること滞納処分に関するこ
と　など

清水　成信
税務課長

住民係長 古越　幸男 46･72 戸籍、住民登録、外国人登録、印鑑登録、
自衛官募集に関すること　など

環境衛生係長 土屋　　寿 47･74 一般廃棄物処理、公害対策など環境衛生の
保全に関すること　など

こども係長 内堀　悦子 47･74 児童福祉、児童の健全育成、児童館、保育
園に関すること　など

雪窓保育園長 土屋　早苗 32‒4166
保育園に関すること　など

やまゆり保育園長 栁澤　純子 32‒2436

小平　嘉之
町民課長

課長補佐兼
福祉係長 飯塚　　守 32‒6522 障害者福祉等に関すること

母子・父子福祉に関すること　など
課長補佐兼
介護高齢係長 荻原じゅん子 31‒2512 高齢者福祉に関すること

介護保険に関すること　など

健康推進係長 小山　岳夫 32‒2554 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金、
住民の健康指導に関すること　など

土屋　和明
保健福祉課長

人権センター内

課長補佐兼
農政係長 土屋　博文 26･64 農業の振興及び企画に関すること

農業委員会に関すること　など

耕地林務係長 金井　英明 31･63 農地、林務、野生鳥獣に関すること
国土調査に関すること　など

商工観光係長 内堀　岳夫 31･62 商工振興、観光振興に関すること
自然公園、自然保護に関すること　など

武者建一郎
産業経済課長

建設係長 大井　政彦 33･38 道路、橋梁に関すること河川治水に関する
こと　など

都市計画係長 竹内　英雄 75･38 建築確認、開発行為、公営住宅、公園管理、
都市計画全般に関すること　など

課長補佐兼
上下水道管理係長 綱川　英男 35･15 上下水道使用料・受益者負担金・分担金・加

入金及び諸手数料に関することなど

上下水道工務係長 青木　芳則 35･36 町営水道事業に関すること下水道整備等に
関すること　など

笠井　吉一
建設課長

消防係長 尾台　茂美 32‒0119 消防団、消防施設に関すること火薬及び高
圧ガスに関すること　など木内　幹夫

消防課長

御代田消防署内

課長補佐兼
会計係長 高橋　里美 22･50 現金等の出納及び管理に関すること支払に

関すること　など南沢　一人 会　計　課

課長補佐兼
庶務係長 尾台　清注 24･25 行政、議案、職員任免、秘書に関すること

交通安全、防犯、区長会に関すること　など

広報情報係長 内堀　淳志 26･68 広報広聴、情報政策に関すること
オフトーク通信に関すること　など

古越　敏男
総務課長

中山　　悟
副町長

役職名 内線及び
直通番号 業務内容

教育長

高山佐喜男

次長補佐兼
学校教育係長 荻原　　正 32‒9100 児童及び就学に関すること

教育委員会に関すること　など

生涯学習係長 土屋　　登 32‒2770 生涯学習事業・人権教育に関すること
エコールみよたの運営に関すること　など

図書館係長 市村　道喜 32‒0800 図書館の運営に関すること　など

社会体育係長 相澤　　昇 32‒6114 体育施設の管理運営に関すること
体育協会に関すること　など

博物館係長 堤　　　隆 32‒8922 文化財の保護に関すること
博物館の管理・運営に関すること　など

荻原　眞一
教育次長

教育委員会（エコールみよた内ほか）

会計管理者
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町
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
的
に
４
月
よ
り
組
織
を
見
直
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
で
福
祉
、
介
護
、

健
康
管
理
、
国
民
健
康
保
険
、
国

民
年
金
事
務
と
、
４
月
か
ら
始
ま

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す

る
事
務
を
、
新
設
し
た
保
健
福
祉

課
に
集
約
し
ま
し
た
。
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た
保
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課
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庁
舎
ス
ペ
ー
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の
関
係
か
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権

啓
発
セ
ン
タ
ー
を
事
務
所
と
し
て

い
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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私
た
ち
が
毎
日
食
べ
る
も
の

は
ど
こ
で
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
、

つ
く
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

食
べ
物
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
、
よ
り
健
康
で
豊
か
な
食
生

活
を
し
て
い
く
た
め
に
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

外
国
生
ま
れ
の
小
麦
や
大
豆

　

私
た
ち
が
毎
日
口
に
し
て
い

る「
食
べ
も
の
」す
べ
て
が
、
日

本
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ン
や
麺
に

使
わ
れ
る
小
麦
は
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
の

輸
入
が
大
半
を
占
め
、
国
産
は

14
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
納
豆

や
豆
腐
な
ど
に
使
わ
れ
る
大
豆

に
至
っ
て
は
国
産
が
た
っ
た
の

４
％
で
す
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
40
％

で
す
。
主
な
国
の
食
料
自
給
率

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
イ
ギ
リ
ス

74
％
、
ド
イ
ツ
91
％
、
フ
ラ
ン

ス
１
３
０
％
、
ア
メ
リ
カ
１
１

９
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

何
と
２
３
０
％
で
す
。
農
産
物

の
輸
入
額
で
見
ま
す
と
日
本
は

３
２
０
億
ド
ル
と
２
位
の
イ
ギ

身
近
な『
食
べ
も
の
』の
話

リ
ス
の
２
倍
以
上
と
な
っ
て
い

て
い
ま
す
。

食
生
活
の
変
化
と
健
康

　

昭
和
30
年
代
は
日
本
も
食
料

自
給
率
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、

右
肩
下
が
り
に
低
下
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
人
の
食
生

活
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
ご
は
ん
を
食
べ
る
量
が

減
り
、
代
わ
っ
て
肉
や
油
を

使
っ
た
料
理
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
く
な
い
食
生

活
が
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
お

こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
と
も
呼
ば
れ
、
近

年
増
加
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

日
々
の
食
生
活
を
見
直
す

　

食
料
を
外
国
か
ら
の
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
こ
と
に
は
多
く
の

人
が
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
々
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
、
食
べ
も
の
を
通
し

て
、日
本
の
美
し
い
環
境
を
守
っ

て
い
く
こ
と
も
考
え
て
、
食
生

活
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、

毎
日
の
食
事
を
健
康
で
豊
か
な

も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


